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1. はじめに 

近年日本において電子書籍市場の規模は年々増

加しており，「電子書籍元年」といわれた2010年以降，

国内では電子書籍ストアが相次いでオープンするな

ど，その需要が高まってきている[1]． 

しかし現在の市場では企業ごとに制作された多数

の電子書籍フォーマットが乱立しており，電子書籍の

制作者・閲覧者双方にとって不利益となる問題点が

存在している．そのような問題点を解決するため，

IDPF1が中心となって制作した「EPUB3」の国際標準

化が検討されている[2]．EPUB3は個人が無料で制

作が可能であり，また以前の仕様である「EPUB2」か

ら機能が拡張されたことで，日本語特有の表記が表

現可能になった．この背景にはHTML5，JavaScript，

CSS3等のWeb技術を組み込めるようになったことがあ

る．しかし既に多数のフォーマットがある中，あえて既

存のフォーマットではなくEPUB3を国際標準として定

める必要性があるのかという疑問が存在する． 

そこで，本研究では実際にEPUB3を用いた電子書

籍コンテンツと，既存のフォーマットを用いた電子書

籍を比較した上での現状と課題点を挙げ，今後

EPUB3が正式に国際標準規格となるためのあり方に

ついて述べる． 

2． 電子書籍のフォーマットの現状と問題点 

2.1 日本と世界における電子書籍フォーマット 

 日本では現在シャープ社の「XMDF」，ボイジャー

社の「.book」が大きなシェアを占めている[3]．特に

XMDFは携帯電話向け電子書籍配信サービスに利

用されたことがきっかけとなり，出版社で広く利用され

るようになった． 

 また，世界で代表的な電子書籍フォーマットとして

は米国のAmazon社が自社の電子書籍端末「Kindle」

用に制作した「AZW」，「Topaz」，同じく米国のApple

社が制作した「iBooks形式」が挙げられる． 

iBooks形式はApple社が提唱した形式で，同社が

公開している電子書籍販売サイトの「iBooks store」で

使用されている．Apple社が無償で配布している電子

書籍編集用ソフトウェアの「iBooks Author」を使用し

て制作ができる． 

2.2 現状の電子書籍フォーマットにおける問題点 

 先に挙げたように，日本国内外問わず多数の電子

書籍フォーマットが乱立しており，一部のフォーマット

にしか対応していない電子書籍も存在しているのが

現状である．表1に，電子書籍の代表的なフォーマッ

                                                   
1 正式名称「International Digital Publishing Forum」．米国の電子出版業界の

標準化団体． 

トと，それらに対応するスマートフォン向けの電子書

籍閲覧用のアプリケーションをまとめた． 

表1：主な電子書籍閲覧用アプリと対応フォーマット 

この結果から，すべてのフォーマットに対応した閲

覧用ソフトウェアというものは存在しないため，閲覧者

が電子書籍を読む場合に必要なアプリケーションや

ソフトウェアを複数用意しなければならないケースも

起こりえる．実際，現在販売されている電子書籍にに

は一つのフォーマットにしか対応していないものも存

在する．例えば，日経BP社が出版している雑誌「日

経ウーマン」の電子版はXMDFフォーマット版しか現

在販売されていないため，Kinoppyでのみ読むことが

可能である．一方，ゴマブックス株式会社から出版さ

れている「源氏物語完全版」はTopaz形式であるため，

Kindleアプリでのみ閲覧できることになる．もし閲覧者

がこれら両方の書籍を閲覧したい場合には，Kinoppy

とKindleアプリの2つを用意しなければならない．結果，

閲覧者は複数のアプリケーションから必要な電子書

籍を探さなければならなくなり，書籍の管理作業も複

雑になりユーザビリティの低下を招くことになる．一方

制作者側の視点から見た場合，多数のフォーマット

に対応した電子書籍をいくつも制作する必要があり，

作業に多くの時間とコストがかかってしまう．  

 そのような問題を解決するため，IDPFが中心となり

「EPUB」と呼ばれるフォーマットの国際規格化が検討

されている[5]．次節ではそのEPUBの最新の仕様で

ある「EPUB3」について述べる． 

2.3 EPUB3の概要と問題点 

2.3.1 EPUB3の概要 

 EPUB3はIDPFが2011年に策定した電子書籍フォ

ーマットである．それまでIDPFは「EPUB2」という仕様

を用いており，欧米やアジアの一部では多数利用さ

れてきた一方で，日本での利用は少数であった．[2]

その大きな要因として，EPUB2が日本語特有の表記

であるルビや縦書きなどに非対応だったことが挙げら

れる．しかしEPUB3では仕様が拡張され，前述した日

本語特有の表記にも対応できるようになったことで，

日本国内においてもEPUB3を用いた電子書籍が流

通するようになった． 

 

2.3.2 EPUB3の利点と仕様の拡張による追加機能 

 国際標準規格として期待されているEPUB３であ

るが，主に3つの利点を持っている．１点目は非常に

EPUB3 XMDF .book PDF Kindle形式 iBooks

Kindleアプリ 不可 不可 不可 不可 可 不可

Kinoppy 可 可 可 可 不可 不可

iBooks 可 不可 不可 可 不可 可
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名称 拡張子 リフロー 非リフロー 制作団体・企業 ライセンス料 個人での制作
EPUB2，3 .epub 可 可 IDPF 無料 可

XMDF .zbf,.mnh 可 可 シャープ 無料 不可
Kindle形式 .azw,.tpz 可 可 Amazon 無料 不可

MOBI .mobi 可 可 mobipocket 無料 可
.book .book,.ttz 可 可 ボイジャー 有料 不可

iBooks .iba 可 可 Apple 無料 可
PDF .pdf 不可 可 Adobe 有料 可

オープンな仕様となっている点である．IDPFはApple

社やGoogle社といった米国の企業だけではなく，大

日本印刷などの日本の出版・印刷業，ソニー等の電

機メーカーなど，様々な分野の企業・団体がメンバー

として仕様の策定に参加しているため2，特定企業の

利害に左右されることがない．また策定に向けて参加

団体で行われた討論等の経緯も公開されている． 

 2点目は，EPUB3を用いた電子書籍等を制作する

場合にライセンス料を支払う必要がない点である．こ

れはEPUB3の書き出しを行うオーサリングツール等を

制作する場合でも同様であり，費用面を考えた場合，

個人でも電子書籍の制作が容易となる． 

3点目は，仕様の拡張によって世界各国の言語表

記が表現可能になった点である．以前の仕様である

EPUB2は主に米国，中国，韓国等の国で利用されて

いたが，EPUB3では先に挙げた日本語特有の表記

が 表 現 可 能 に な っ た ． こ の 背 景 に は HTML5 ，

JavaScript，CSS3といったWeb技術を組み込めるよう

になったことがある．これらの機能を使用することで日

本語特有の表現の他，より高度なデザインや紙の本

では扱えない機能を実装することが可能となった． 

2.3.3 EPUB3における問題点 

多くの長所を持つEPUB3であるが，問題点も抱え

ている．制作者はEPUB2より高度なデザインや機能

を持った電子書籍を制作できるようになったが，一方

でそれらの機能を使うための高度なスキルが必要と

なる．このため一から電子書籍を制作するための敷

居が高くなってしまう恐れがある．よって，オーサリン

グツール等での作業の簡易化が求められる．また，

閲覧環境についてもEPUB3の高度な機能にすべて

対応した再生表示が可能なのかという部分も不明確

である．そして，EPUB3が他のフォーマットと比較して

どの程度機能の差，要素があるかも明瞭ではない．

そこで，主な電子書籍フォーマット6種類と，非リフロ

ー型の代表的なフォーマットとして電子書籍でも利用

されている「PDF」の計7種類の概要を表2にまとめ

た． 

表2:主な電子書籍フォーマットの概要3[6] 

  EPUB3はリフロー，非リフローどちらにも対応でき，

フォーマット自体に発生するライセンス料も無料であ

る．また個人での制作も可能で非常に普及しやすい

フォーマットであるといえる．しかし，この表で見ると

MOBIとiBooksも似た要素を持っているため，あえて

                                                   
2 http://idpf.org/membership/members 
3 「ライセンス料」とは，フォーマットそのものにかかる料金を指す． 

EPUB3を国際標準規格に据える必要があるのかとい

う疑問が生じる．そこで本研究ではEPUB3と同程度

の要素を備えていると考えられるフォーマットを検証

し，各フォーマットの制作環境，閲覧環境を比較する

ことでEPUB3の利点と課題点を明らかにする． 

3. EPUB3 と他のフォーマットの比較 

本章では，EPUB3の編集環境・閲覧環境を他のフ

ォーマットと比較検証する．特に本研究では，マルチ

メディアの利用可能性，インタラクティブな機能の実

現可能性，日本語特有の表現がどの程度再現できる

かについて焦点を当てる． 

3.1 EPUB3の編集環境と閲覧環境 

 まず編集環境について検証するために，オーサリン

グツールと呼ばれる編集用ソフトウェアとして，EPUB3

用には株式会社フューズネットワークの「FUSEe4」と

Adobe社の「InDesign5」を使用する．一方，他のフォ

ーマットの比較対象として個人でも電子書籍の制作

が可能となっている，Apple社が提供する「 iBooks 

Author6」を使用する．表2に示したように，他のフォー

マットとしてPDFやMOBIも個人での制作が可能であ

るが，pdfはリフロー型のコンテンツ作成ができず，

MOBIはEPUBで作成したファイルを変換するサイト7

のみの公開なため本研究では扱わないこととする． 

次に3種類のオーサリングツールについてwysiwyg8

の視点からその操作性を考える．対象とした3つの

編集ソフトウェアだが，その操作性には差異があ

る．wysiwyg型のオーサリングツールであるiBooks 

Authorは，ほとんどの編集作業をGUIで行うことが可

能な上，電子書籍用の様々なテンプレートも用意さ

れており，最も優れた編集操作性を有している．

FUSEeとInDesignも書籍用テンプレートを標準で持た

ない点を除けば，iBooks Authorとほぼ同様の編集環

境を提供している．しかしFUSEeの方が使用頻度の

多い機能をワープロソフトのように配置した画面にな

っているため，たくさんの機能が網羅的に配置されて

いるだけのInDesignよりも初心者にとって扱いやすい

ものとなっている． 

 次に，EPUB3の閲覧環境を検証するために必要と

なるソフトウェア・アプリケーションについて述べる．本

研究ではPC(Windows)用とスマートデバイス(Android，

iOS)用で使用するものを選定した．まずWindowsで使

用するのは，インターネットブラウザで電子書籍を閲

覧することのできる「BiB/i9」とインターネットブラウザ

のGoogle Chromeの拡張機能として追加可能である

「Readium10」の2種類である．またスマートフォン向け

                                                   
4 http://fusee.jp/ 
5 http://www.adobe.com/jp/products/indesign.html 
6 https://www.apple.com/jp/i.books-author/ 
7 http://www.epub2mobi.com/ 
8 「WhatYouSeeIsWhatYouGet」の略．オーサリングツール等で作成・編集時に

ディスプレイで見たままのものを閲覧者に提供できること． 
9 http://sarasa.la/bib/i/ 
10 http://readium.org/ 
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の電子書籍閲覧アプリケーションとして，Playストアの

中から「Kinoppy」，「eBookReader」，「GitdenReader」

の3種類，iPad向けのアプリケーションとして「iBooks」

を選定した．なお， iBooks はEPUB3形式と iBooks 

Authorで制作した形式の両方の閲覧検証に用いる．

以上の事を踏まえ，次章から検証結果を述べる． 

3.2 マルチメディアへの対応 

ここでは電子書籍に音声，静止画，動画，ハイパ

ーリンク等のマルチメディアコンテンツを埋め込

む場合，EPUB3がどこまで対応できるか検証した結

果を示す．なお，それぞれのファイル形式は一般的

に広く利用されているものを選択し，音声はmp3，静

止画はJPEG，GIF，PNG，動画はmp4とmpegと，それ

ぞれの形式ごとに検証した． 

まず制作環境だが，本研究では各ツールでこれら

のメディアを組み込んだ電子書籍を制作した(表3)． 
表3:オーサリングツールのマルチメディア対応状況 

この表から，いずれのツールもすべてのマルチメ

ディアに対応できることが確認できたがその編集作業

のユーザビリティについては差異がある．FUSEeの場

合は各メディアをツール内の所定のフォルダに保存

し，EPUB3のソースファイルにタグを追加する形で編

集する必要がある．一方InDesignやiBooks Authorは

所定のフォルダに保存した音声や動画を，編集画面

へ直接ドラッグ&ドロップするだけで貼り付けられるた

め，前者と比較してユーザビリティが高い． 

次に閲覧環境におけるマルチメディアへの対応状

況について検証する．検証方法は，FUSEeで作成し

たマルチメディアを含むEPUB3形式の電子書籍を6

種類のソフトウェアで閲覧することにより行った．また，

mp4に関してはさらに3種類の再生時間の動画を用

意し検証した． 

表4：閲覧ソフトウェアのマルチメディア対応状況 

  
表5：mp4の録画時間の長さと閲覧アプリの対応 

 
表4に示した結果からわかるように，静止画につい

てはすべての閲覧ソフトウェアが対応していたが，動

画，音声，リンクによっては未対応のソフトウェアも存

在した．特に同じ動画ファイルでも形式の違いで閲

覧ができなくなるソフトウェアも存在し，制作者側が音

声や動画を組み込んだEPUB3形式の電子書籍を提

供したつもりでも，ユーザ側で再生されないという場

合も起こりえることが明らかになった．また表5からは，

ファイル形式だけでなく動画の録画時間の影響で再

生されないケースも確認された．これは動画のファイ

ルサイズが原因と考えられる． 

一方iBooks形式では，この形式専用の閲覧用ソフ

トウェアをApple社が提供しているためフォーマットが

持つ機能をすべて，そして確実に再現することができ

る．このため制作者側は自身の表現したい内容を正

確に閲覧者に伝えることが可能となる．ただしiBooks 

Authorは自社のMacでしか使用することができず，ま

たiBooks形式の閲覧に対応している端末が自社の

iPadとiPhoneのみであるため，閲覧環境の選択の幅

が狭いという点がEPUB3に劣っている． 

3.3 日本語特有の表現形式への対応 

 セクション2で述べたように，日本における電子書籍

は，日本語特有の表現形式に対応できることが求め

られる．そこで「縦書き」，「ルビ」，「右開き」への対応

状況について調査した． 

検証したいずれのオーサリングツールも縦書き・ル

ビに対応しており，右開きの機能のみiBooks Author

が対応できなかった(表6)．編集のユーザビリティの点

ではFUSEe，InDesignではメニューから簡単にルビを

振ることができるのに対し，iBooks AuthorのみはCSS

で設定する必要があり，作業が複雑であった． 

次に EPUB3 の閲覧環境が日本語特有の表現にど

こまで対応できているか調査した結果を表 7 に示す． 

縦 書 き ， ル ビ ， 右 開 き の い ず れ の 機 能 も

「eBookReader」以外の 5 種類のソフトウェアすべてで

対応していることが確認できた．日本語表現に関して，

EPUB3 の編集環境・閲覧環境はどちらも十分に整備

されているといえる． 
表6:オーサリングツールの日本語特有表現への対応状況 

表7:閲覧ソフトウェアの日本語特有表現への対応状況 

3.4 インタラクティブな操作への対応 

最後に，インタラクティブな機能を持つページを編

集・閲覧する環境について検証する．本研究では動

的に内容が変化するページとして現在時刻が表示さ

せる簡単なものと，ユーザが解答を選択するような形

式の2種類のページをJavaScriptで作成しこれを

FUSEe上で埋め込むことにより電子書籍を制作した．

後者のプログラムは閲覧者に合計5問の2択クイズを

BiB/i Readium Kinoppy eBookReader GitdenReader iBooks

音声(mp3) 不可 可 不可 可 可 可

リンク 可 可 可 不可 可 可

静止画(JPEG) 可 可 可 可 可 可

静止画(GIF) 可 可 可 可 可 可

静止画(PNG) 可 可 可 可 可 可

動画(mp4) 可 可 不可 不可 可 可

動画(mpeg) 不可 可 不可 不可 不可 可

BiB/i Readium Kinoppy eBookReader GitdenReader iBooks
mp4(30秒) 可 可 不可 不可 可 可
mp4(1分) 可 可 不可 不可 可 可
mp4(3分) 可 可 不可 不可 不可 可

FUSEe In Design iBooks Author
音声(mp3) 可 可 可
リンク 可 可 可

静止画(JPEG) 可 可 可
静止画(GIF) 可 可 可
静止画(PNG) 可 可 可
動画(mp4) 可 可 可
動画(mpeg) 可 可 可

BiB/i Readium Kinoppy eBookReader GitdenReader iBooks

(Windows)(Windows) (Android) (Android) (Android) (ipad)

縦書き 可 可 可 不可 可 可

ルビ 可 可 可 不可 可 可

右開き 可 可 可 不可 可 可

FUSEe In Design iBooks Author

縦書き 可 可 可

ルビ 可 可 可

右開き 可 可 不可
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提示し，閲覧者の解答選択後に正解数が表示される

という内容である(図1・図2)．なお比較用にiBooks 

Authorでも同じ機能を持つ電子書籍を制作した． 

図1:JavaScriptで制作したクイズプログラム 

 

図2:解答終了時に出るポップアップ画面 

 まず，EPUB3の編集環境であるFUSEeとInDesignで

は，事前にJavaScriptのプログラムを用意する必要が

ある．これに対して，iBooks Authorの場合は標準機

能として選択式クイズ制作用のウィジェットがあること

でGUIを用いて初心者でも容易に編集できるようにな

っている． 

 閲覧環境の面については，JavaScriptを組み込ん

だEPUB3の電子書籍を閲覧できたのはKinoppyと

eBookReader以外の4種類であった．閲覧できなかっ

たソフトウェアはどちらもAndroid向けのものだったた

め，PC向けのソフトウェアとの差が生じた．一方，

iBooks Authorで制作した電子書籍は当然閲覧でき

たが，ウィジェットにはごく一部の機能しか実装されて

いない．そのため高度な機能を制作する場合には

iBooks Authorの場合でもJavaScriptに頼る必要があ

る．EPUB3の規格自体がインタラクティブな機能に対

応していても，それを閲覧するためのソフトウェアが

対応していなければ無意味に終わってしまう． 

4. むすび 
 本研究では，EPUB3 が国際標準規格として普及す

るために，マルチメディア，日本語特有の表現形式，

インタラクティブな操作への対応状況，そのことからど

のような課題が存在するかを既存のフォーマットであ

る iBooks Author と共に検証し比較した．  

 オーサリングツールにおいては本研究で検証した

ツールのすべてでマルチメディア，日本語特有の表

現形式，インタラクティブな操作の対応が可能であっ

た．しかし各機能の組み込む方法から見た場合，本

研究で使用した EPUB3 用のオーサリングツールは

iBooks Author と比較するとまだ改善の余地があるこ

とが明らかになった． 

閲覧ソフトウェアにおいては，日本語表現にはほ

ぼ対応できているものの，肝心のマルチメディアやイ

ンタラクティブなコンテンツに未対応のものが多い．

特にスマートフォン向けのアプリケーションにおいて

未対応のものが多く，PC 向けソフトウェアとの差が大

きく生じた．紙の書籍では実現できないこのようなタイ

プのコンテンツを扱えることは電子書籍の利点の一

つであるが，仕様だけで閲覧環境が対応していなけ

れば意味がない．今後 EPUB3 が正式に国際標準規

格として認知されるためにはオーサリングツールがよ

り直感的に扱いやすくなること，すべてのデバイスに

おいて EPUB3 の仕様上の機能に確実に対応できる

閲覧ソフトウェアが数多く提供されることが必要であろ

う．  

 今もなお電子書籍の発展は進み，制作環境・閲覧

環境ともに整備は進んでいくと考えられる．しかし世

界で足並みを揃えての発展のためにはやはり国際標

準規格の存在は必要である．そしてその機能面や理

念から見ると，EPUB3 は国際標準規格という役割を

担うにふさわしいフォーマットといえるだろう．  
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